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ＨＥＬＬＯ， ＮＥＷ ＣＩＴＹ． 

～新しいまちの暮らしスーパースマートシティ

うつのみや 始動 ～ 

「宇都宮市第２期ＳＤＧｓ未来都市計画」の策定について 

１ 策定の目的 

・ 本市においては，令和元年度に内閣府から「ＳＤＧｓ未来都市」の選定を受け，持

続可能な開発目標の達成に向けて策定した「宇都宮市ＳＤＧｓ未来都市計画」（令和

元年度～令和３年度）に基づき，ＳＤＧｓの達成に貢献してきたところである。 

・ そのような中，本年度に現計画の計画期間の最終年度を迎えるところであり，人口

減少，少子・超高齢社会の急速な進行や，全国的な潮流である脱炭素社会の構築の加

速化など，これまで以上にＳＤＧｓの達成に貢献していく必要があることから，「宇

都宮市第２期ＳＤＧｓ未来都市計画」を策定する。 

２ 計画の位置づけ 

 ・ 内閣府から選定された「ＳＤＧｓ未来都市」として，全国のモデルとなる計画 

 ・ ＳＤＧｓの達成に貢献するためのリーディングプロジェクトと，「第６次宇都宮市

総合計画」の施策・事業を体系的に取りまとめたもの 

 

３ 計画期間 

令和４年度から令和６年度までの３か年 

４ 策定経過 

  令和３年 ８月    内閣府による進捗の評価 

  令和４年 １月    「自治体ＳＤＧｓ推進評価・調査検討会（内閣府附属機関）」 

から意見書の受領 

「ＳＤＧｓ人づくりプラットフォーム」から意見を聴取 

       ２月～３月 パブリックコメントの実施        

 

 

 

令 和 ４ 年 ３ 月 ２ ５ 日

総合政策部 政策審議室
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５ 計画の内容・特徴 

  内容 

宇都宮市第２期ＳＤＧｓ未来都市計画【概要版】       別紙１ 

「MOVE
ム ー ブ

 NEXT
ネクスト

 UTSUNOMIYA
う つ の み や

」概要・事業イメージ        別紙２ 

  特徴 

 ア 「スーパースマートシティ」の実現を通したＳＤＧｓ達成への貢献 

 車が運転できなくても誰もが移動しやすく，商業や医療，教育などの様々な都市

の機能や魅力を享受でき，住み慣れた地域で安心して暮らせる「ＮＣＣ」の形成を

まちづくりの基盤としながら，「人」と「デジタル」を原動力に， 

・ 地域住民の絆を深め，共に支え合うことができる「地域共生社会」（社会） 

・ 誰もが活躍し，多種多様なモノが交流する「地域経済循環社会」（経済） 

・ 二酸化炭素排出量を実質ゼロとし，未来への責任を果たす「脱炭素社会」（環境）  

の３つの社会が融合した全国のモデルとなる都市をいち早く構築するまちづくりを

推進することで，ＳＤＧｓの達成に貢献する。 

イ リーディングプロジェクトの設定 

スーパースマートシティの基盤となる「ＮＣＣ」が，「つくる」から「つかう」

ステージへと躍進する「ＮＣＣ 第２章」の幕開けを契機に，本市のＳＤＧｓの達

成に大きく貢献していくため，３つの取組をリーディングプロジェクトに位置づけ

る。 

① 「MOVEム ー ブ  NEXTネク スト UTSUNOMIYAう つ の み や

 ～乗らないなんて『もったいない』～」 

「公共交通への利用促進」を図ることで，脱炭素型ライフスタイル・ワークス

タイルへの転換や，外出機会の増加による健康増進，まちの交流や賑わい創出に

よる地域経済の活性化などにつなげ，まちづくり全般に寄与していく。 

 

 

 

 

② 「宇都宮ライトパワー株式会社（地域新電力会社）」による再エネ地産地消プロジェクト 

  「宇都宮ライトパワー株式会社」によるＬＲＴや市有施設等への市内の再生可

能エネルギーの供給に加え，今後は，小売電気事業による収益を活用した地域還

元事業を実施し，再エネを活用した自律的好循環を形成していく。 

③ 「ＳＤＧｓ人づくりプラットフォーム」の充実 

  市民・事業者がＳＤＧｓを「知る」ステップから「実践する」ステップと移行

できるよう，普及啓発や会員同士の交流を増やすとともに異業種間の連携強化を

図るなど，取組等の充実を図る。 
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宇都宮市第２期ＳＤＧｓ未来都市計画 【概要版】 

 
【２０３０年のあるべき姿】 

子どもから高齢者まで，誰もが豊かで便利に安心して暮らすことができ，夢や希望がかなうまち「スーパースマートシティ」 
【２０３０年のあるべき姿の実現に向けた優先的なゴール，ターゲット】 
 ⇒ 「スーパースマートシティ」の実現を通して，ＳＤＧｓの達成に貢献する。 

 

ＨＥＬＬＯ， ＮＥＷ ＣＩＴＹ． 
～新しいまちの暮らしスーパースマートシティうつのみや 始動 ～ 

１ 将来ビジョン 

① リーディングプロジェクト 

  スーパースマートシティの基盤となる「ＮＣＣ」が，「つくる」から「つかう」ステージへと躍進する「ＮＣＣ 第２章」の幕開けを契機

に，本市のＳＤＧｓの達成に大きく貢献していくため，３つの取組をリーディングプロジェクトに位置付ける。 

KPI 公共交通の年間利用者数 2017 年：3,351 万人 ⇒ 2028 年：3,600 万人 

KPI 再エネの地産地消によるＣＯ２の削減効果 2019 年：なし ⇒ 2021 年：4,500（ｔ－ＣＯ２） 

KPI ＳＤＧｓ関連セミナーの参加者数 2019 年：なし ⇒ 2021 年：540 人（３年間の合計） 

主なゴール 取組 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①－１ 「MOVEム ー ブ  NEXTネクスト UTSUNOMIYAう つ の み や

 ～乗らないなんて『もったいない』～」 

ＬＲＴ，バス，端末交通からなる階層性のある公共交通ネットワーク（ハード）と，上限運賃や乗継割引

などの施策（ソフト）を一体的に提供し，「もったいない運動市民会議」等と連携して「公共交通への利用

促進」を図り，持続可能な都市基盤である「ＮＣＣ」を推進することで，脱炭素型ライフスタイル・ワークス

タイルへの転換や，外出機会の増加による健康増進，まちの交流や賑わい創出による地域経済の活性

化などにつなげ，まちづくり全般に寄与していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①－２ 「宇都宮ライトパワー株式会社（地域新電力会社）」による再エネ地産地消プロジェクト 

「宇都宮ライトパワー株式会社（地域新電力会社）」による，本市の電力の固定価格買取期間が終了

したバイオマス発電（クリーンパーク茂原）や市内の家庭用太陽光発電による再生可能エネルギーを，

約 240 の市有施設に供給しており，再生可能エネルギーの調達や 2023 年 3 月に開業予定のＬＲＴな

どへの供給を拡大していくことで，「二酸化炭素排出量の削減」や「地域経済の活性化」の更なる推進を

図る。今後は，「宇都宮ライトパワー株式会社（地域新電力会社）」の小売電気事業による収益を活用し

て，市内事業者の参画・連携を図りながら，市内の再生可能エネルギー設備の拡大や，公共交通等の

脱炭素化，市民生活の質の向上に資する事業など地域課題の解決を図る地域還元事業を実施し，経

済，社会，環境の統合的向上を図る自律的好循環を形成していく。 

 

 

 

 

 

 

  

２ 自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組      
 計画の目的 

人口減少，少子・超高齢社会の急速な進行や，全国的な潮流である脱炭素社会の構築の加速化など，これまで以上
に，ＳＤＧｓの達成に貢献していく必要があることから，策定するもの 

  計画の位置付け 
内閣府から選定された「ＳＤＧｓ未来都市」として，全国のモデルとなる計画であり，ＳＤＧｓの達成に貢献するためのリー

ディングプロジェクトと，「第６次宇都宮市総合計画」の施策・事業を体系的に取りまとめたもの 
  計画期間 
  ２０２２年度～２０２４年度（３か年） 

●基本的事項

※ 第２期未来都市計画の計画期間は２０２２～２０２４年度であるが，総合計画の施策やＫＰＩを準用しており，２０２２年度の

総合計画の改定を踏まえて再改定するため，ＫＰＩの目標値は引き続き２０２１年度または２０２２年度とする。 

別 紙 １ 

二重枠・・・新規で 
導入するモビリティ 



 

【各種計画への反映】 

「スーパースマートシティ」の実現を通してＳＤＧｓの達成に貢献するという考え方を基本とし，宇都宮市まち・ひと・しごと創生総

合戦略（2020-2024）をはじめとした他の行政分野の各個別計画についても，計画策定・改定時にＳＤＧｓの視点を反映している。 

【行政体内部の執行体制】 

 市長をトップとした，全部局長で構成したうつのみやＳＤＧｓ推進本部を設置し，全庁一丸となってＳＤＧｓ達成に貢献する。 

【ステークホルダーとの連携】 

（域内外の主体）ＳＤＧｓ人づくりプラットフォーム，宇都宮市もったいない運動市民会議，宇都宮市内大学，短期大学，専門学 

校等との連携，Ｕスマート推進協議会，国際スポーツ大会（国内の主管団体） など 

（国内の自治体）栃木県，北関東中核都市連携会議，芳賀町 

（海外の主体） 市民交流・経済交流における関連都市，国際スポーツ大会（海外の主管団体） 

３ 推進体制 

 
主なゴール 取組 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①－３ 「ＳＤＧｓ人づくりプラットフォーム」の充実 

市域内のＳＤＧｓの認知度向上に伴い，市民・ 

事業者がＳＤＧｓを「知る」ステップから「実践 

する」ステップへと移行できるよう，プラットフ 

ォーム会員等と連携し，ＳＤＧｓ達成に向けた取 

組事例等の発信の拡大や，ＳＤＧｓ達成に向けた 

新たな取組創出を目指すプラットフォーム会員の 

交流活性化，会員による市民・事業者のＳＤＧｓ 

の実践を促進する自主的な活動の実施など，取組 

等の充実を図る。 

② 子育て・教育に関する取組 

KPI 宇都宮市で子育てをしていきたいと思う親の割合 2016 年：95.9％ ⇒ 2022 年：98.5％ 

主なゴール 取組 

 

  

②－１ 子育てしやすい環境の整備 

結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援 

継続的な待機児童解消に向けた教育・保育施設等の供給体制の確保 

【新規】こども医療費助成の対象年齢を高校３年生相当まで拡大 

【新規】親と子どもの居場所の運営や子ども食堂・青少年の居場所への支援 

②－２ グローバル社会・情報社会の急速な進展に対応できる教育の推進 

全小中学校における「宇都宮学」の推進 

【新規】１人１台端末によるＧＩＧＡスクール構想の実現 

③ 健康・福祉に関する取組 

KPI 健康寿命の延伸 
2016 年：男性 79.56 歳，女性 83.58 歳 ⇒ 2022 年：平均寿命の増加分を上回る健康
寿命の増加 

主なゴール 取組  

 

 

③－１ ＮＣＣと連携した健康づくりや地域包括ケアシステムの深化・推進 

運動習慣の定着化や検診受診の促進等を図るため，ＩＣＴを活用した健康づくり事業の推進 

【新規】立地適正化計画で定めた都市機能誘導区域・市街化調整区域の地域拠点区域内への介護

保険サービス提供施設の設置誘導 

【新規】高齢者を対象にポイントを地域連携 IC カードに付与するなど，さらなる外出促進による健康

づくりの推進をはじめとした高齢者の福祉の推進 

【新規】地域包括支援センターの機能強化や多様な主体が連携した支援体制の充実 

 

④ 安全・安心に関する取組 
KPI 災害などの危機に備えている市民の割合 2017 年：44％ ⇒ 2022 年：46％ 

主なゴール 取組 

 

 

④－１ 災害に強いまちづくりの推進 

ＮＣＣ形成の推進による強靱化の推進 

・居住誘導による地域コミュニティの維持・活性化を通した地域防災力の向上 

・都市機能の誘導による災害時に必要な医療や物資の効果的な供給確保  

【拡充】「流す」「貯める」「備える」に基づく総合的な治水・雨水対策の推進 

・河川整備，下水道雨水幹線整備など治水対策の推進 

・田んぼダムの普及，公共施設等における貯留，浸透施設の整備など流域対策の推進 

・ハザードマップの充実など減災対策の推進 

２ 自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組 

⑤ 魅力創造・交流に関する取組 

KPI 年間の観光入込客数 2016 年：1,483 万人 ⇒ 2022 年：1,550 万人 

主なゴール 取組 
 ⑤－１ 戦略的観光事業の推進 

 ジャパンカップサイクルロードレースやＦＩＢＡ ３ｘ３ワールドツアーうつのみやオープナーなどの国

際イベントを活用した誘客促進 

 誘客促進や滞在時間の増加に向けた市内周遊の拠点としての「餃子通り」の機能強化 

 【新規】ＭＩＣＥ開催に合わせた観光客誘致の強化 

⑤－２ 大谷の地域資源のフル活用 

 観光地にふさわしいインフラ構築に向けた計画的な道路整備やグリーンスローモビリティの導入 

 【新規】（仮称）大谷観光周遊拠点施設の整備 

⑥ 産業・環境に関する取組 

KPI 女性就業率（25～44 歳まで） 2016 年：60.8％ ⇒ 2022 年：62％ 

KPI 太陽光発電設備導入世帯数（累計） 2016 年：15,138 世帯 ⇒ 2022 年：21,000 世帯 

KPI もったいない運動に取り組んだ人数 2016 年：36,896 人 ⇒ 2022 年：43,800 人 

主なゴール 取組 

 

 

 
  

 ⑥－１ 女性の雇用創出・就労の促進 

 大学生等を対象にした女性活躍に取り組んでいる企業等と連携したインターンシップ事業の実施 

 フレッシュマン・若年夫婦・子育て世帯等家賃補助金の支給 

⑥－２ 再エネの地産地消の推進 

 【新規】「宇都宮ライトパワー株式会社（地域新電力会社）」による再エネの地産地消 

 【新規】清原トランジットセンターをはじめとしたＬＲＴ沿線における脱炭素化促進事業 

⑥－３ 廃棄物資源の有効活用 

 【新規】剪定枝や小型家電等の拠点回収事業による資源化の推進 

⑥－４ 「もったいない運動」の推進 

 市民総ぐるみによるもったいない運動の推進 

 【新規】「公共交通の利用促進」などＳＤＧｓの達成に貢献する取組との連携 

⑦ 交通に関する取組 

KPI 公共交通夜間人口カバー率 2017 年：89.8％ ⇒ 2028 年：100％ 

主なゴール 取組 
 ⑦－１ 拠点化の促進 

 宇都宮駅東口などの都市拠点への医療・福祉，子育て支援，商業施設等の整備誘導 

 自転車や電気自動車等の脱炭素な端末交通の活用 

⑦－２ 拠点間を結ぶ総合的な交通ネットワークの構築 

 全国初の全線新設となるＬＲＴ整備の推進 

 バス路線の再編，地域内交通の確保・充実 

 【新規】全国初の地域連携 IC カードによる上限運賃制度 

 自転車走行空間整備の推進 

２



 

公共交通利用促進運動“MOVE NEXT UTSUNOMIYA”の概要・事業イメージ 
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１ 運動の概要 

  メインコンセプト 

・ 「つくる」から「つかう」ステージへの躍進をテーマとし，市民や企業の皆様に， 
公共交通をより身近な存在として感じていただき，一人でも多くの方の利用に結び 
付け，更なる公共交通の充実につなげていく好循環の創出 

・ 公共交通の利用促進を通じて新しいライフスタイルへの転換を図り，「脱炭素型 
社会」「地域経済循環社会」「地域共生社会」の実現に貢献 

 
  キャッチコピーとロゴビジュアル 

“MOVEム ー ブ  NEXTネ ク ス ト UTSUNOMIYAう つ の み や

 ～乗らないなんて『もったいない』～“ 
 

 

 

 

 

 

 

 ⇒ 「つくる」から「つかう（≒うごく：ムーブ）」次（：ネクスト）のステージ 
⇒ 既存の「MOVE NEXT」のロゴ・デザインを踏襲しつつ，地域連携ＩＣカード 
“totra”を想起させるカラーとデザインにより，多様な公共交通が織りなす多彩な 

ライフスタイルを表現 
 

２ 事業の展開 
・ 「期待感の醸成」「行動訴求」「拡散・深化」のフェーズに分けて展開 
⇒ 「期待感の醸成」：本市の公共交通がどのように変わり，便利になるのか，などを 
  知ってもらうため，パンフレットの全戸配布に加え，中高生等へ totra を配付 
⇒ 「行動訴求」：本市の公共交通ネットワークの利便性を高め，実感していただくため， 

   ＬＲＴ・バス・地域内交通間の乗継割引の実施や電動キックボード，シェアサイクル  
   の社会実験等を実施 
 ⇒ 「拡散・深化」：より多くの方に参加していただけるよう，駅東口地区のまちびらき 
   やＬＲＴ開業，プロスポーツ，観光分野のイベントとも連携し，相乗効果を発出  
・ 駅東側へのＬＲＴの導入や路線バスの再編，及び将来的な駅西側へのＬＲＴの導入に 
向けた機運を醸成 

 
 
＜展開イメージ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 推進体制 

 ・ 各行政分野と連携するとともに，交通事業者や各種団体，各イベント等と連携し事業を推進 

 
 
   
 
 

 
 
 
 
 
 

☆パンフレット 

全戸配布 

☆totra の配付 

☆企業等への 

 セールス 

☆乗継割引の実施 

☆電動ｷｯｸﾎﾞｰﾄﾞ，ｼｪｱｻｲｸﾙ実証実験 

☆エコ通勤促進企画 

☆公共交通で巡る周遊企画 

☆各種イベントとの連携 

 

☆駅東口まちびらき

LRT 開業との連携 

☆プロスポーツ，観光

イベント等との連携 

☆コンテスト表彰 

（ポスター，川柳等） 

☆企業等との連携企画 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
開
業
・
バ
ス
路
線
再
編 

※ 記載は取組案 

期待感の醸成 行動訴求 拡散・深化

行政分野との連携 交通事業者との連携 

各種団体との連携 プロスポーツチーム 

スポーツイベントとの連携

宇都宮ライトレール 

地域内交通 シェアリングサービス 

別 紙 ２ 



　４　公共交通利用促進運動”MOVE NEXT UTSUNOMIYA ”事業イメージ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※事業名は仮題・画像はイメージ　内容が変更することがあります

×

×

×

ベンチャー企業等との連携による利用促進

サービスの創出

×

×

配付方法：中学生は学校経由で配付

高校生相当世代は郵送で配付

「totra配付」

市内の中学生，高校生

相当世代に1人1枚配付

（約3万枚）

「リアル宇都宮学」

各種イベントとの連携企画により，

宇都宮学をリアルに体験

出前講座

「交通未来都市 うつのみや」

をテーマとした

有識者や 著名人等による

パネルディスカッション

企業等へのアプローチ

「駅東口まちびらきやＬＲＴ開業との連携」

「エコ通勤」促進企画

中心市街地における

導入に向けた実証実験

バス停留所や公共施設等

へのポート設置

×

イベントブースの運営やアンケート等の

協力，ＳＮＳ等での発信等

エコ通勤に取り組む企業に

totra配付やバスラッピング広告等の

インセンティブ

×
エコ通勤のセールス

シートを作成し，

市内企業等に働きかけ

×

「パンフレット全戸配布」

×

「カーボンニュートラル

キャンペーン」

「もったいない×公共交通」

をテーマにした

ポスターや川柳などのコンテスト

プロスポーツ連携企画

×

「公共交通で巡る地域の魅力再発見企画」

公共交通により地域の魅力を再発見する周遊企画

をバス利用デーに実施

×

各種イベントとの連携企画

公式ＨＰ，ＳＮＳ等での

情報発信や市民向け教室，

来場者向けキャンペーン

などの連携企画

×

「地域共⽣社会」 「地域経済循環社会」 「脱炭素社会」

×

× 新モビリティ

「電動キックボード・シェアサイクル

実証実験」

公共交通の便利な使い方

などを紹介するパンフ

地域ごとの特性を踏まえた

個別情報の提供

× まちびらき

大学との連携

バス利用デー

【期待感の醸成】 【⾏動訴求】 【拡散・深化】

公共交通への

愛着を醸成する

機会の提供

個
⼈
に
対
す
る
意
識
転
換
・
利
⽤
促
進

企
業
等
に
対
す
る
意
識
転
換
・
利
⽤
促
進

各
分
野
と
連
携
し
た
取
組

ジャパンサイクル

ロードレース，

フェスタin大谷等

との連携のほか，

国体等との連携企画

市
 
と
企
業
の
公
共
交
通
利
⽤
促
進
に
よ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献

「乗継割引の実施」

×

ＬＲＴ・バス・地域内交通間

の乗割引の実施

（ＬＲＴは開業後に実施）

×

 ２


